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職場における熱中症予防対策の徹底について（要請） 

 

日頃より、林材業労働安全衛生活動の推進につきまして、格別のご理解とご協力を賜

り厚くお礼申し上げます。 

さて、先般、栃木労働局長から、令和７年の職場における熱中症予防対策を徹底する

ため、５月から９月まで、「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」（準備期間（４

月）、重点取組期間（７月））を実施する取組の推進について要請があったところです。 

特に、林業における夏期の作業は、防護ズボン、防振手袋、すね当て、防蜂網、ヘル

メット等、保熱しやすい保護具等を装着した上で、造林地の下刈り作業や皆伐作業地で

の伐木・造材、集材作業等の炎天下の非常に厳しい環境での作業であります。また、木

材製造業における夏期の作業は、屋外での原木及び製品の積み卸し作業、風通しが悪く

高温となる屋内での製材作業、乾燥施設やホットプレスなど高温を発する機械の近くで

行う作業等の非常に厳しい環境での作業であることもあり、熱中症による労働災害の増

加が懸念されるところであります。 

つきましては、会員事業場の皆様におかれましては、職場での自主的な熱中症災害防

止活動を強化し、熱中症による緊急時の対応と予防のための取組をお願い申し上げます。 

なお、職場における熱中症予防対策の実効ある取組の推進に資するため、令和７年度

「熱中症予防管理者労働衛生教育講習会」を別紙のとおり開催（令和７年５月２６日

（月））いたしますので、この機会に作業管理者、作業班長をはじめ技能職員等の関係

者の皆様が受講されますよう併せてご案内申し上げます。 

  

 □準備期間中の取組 ①労働衛生管理体制の確立 ②作業計画の策定 ③休憩場所の

確保の検討 ④教育研修の実施 ⑤暑さ指数（ＷＢＧＴ）の把握

の準備 ⑥設備対策の検討 ⑦服装の検討 ⑧緊急時の対応の事

前確認 

  □重点期間中の取組 ①暑さ指数の低減効果を再認識し、必要に応じた対策を追加 

           ②暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底 

           ③水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底 

           ④作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を増加 

           ⑤熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施 

           ⑥体調不良の者に異常を認めたときは、躊躇することなく救急

隊を要請 
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